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１１月の予定

雨が降るごとに 朝晩が涼しくなってきてやっと秋の気配も感じられるようになりました。

子どもたちと遊んでいると実に面白くて、１日の中で気温に合わせて遊びの風景が変わっていきます。

9時頃は砂場でおままごとや虫探しでまったりと過ごしています。その後、お茶やレモン水を飲み、

どんどん子どもたちの熱量が高まり始めると、遊びの中に“水”が加わったりして、泥だんごつくりや、

水遊び、はたまた園外への散歩に出かけたりもします。水着に着替えたり、上の服を脱いで遊ぶ子の姿も

増えます。もうすぐ10月ですが、そこは関係ないですね。

子どもたちはこの夏の体験から、「今日は暑すぎる」「この場所涼しい」「井戸水めっちゃ冷たい」

「温泉(温かめの水をタライに入れて)はホッとする」「レモン水飲んだら元気出る」など、各々の経験を

重ね、それが今自分で選んで決定して過ごすための材料になっています。

4月に新しい子たちが入園して6か月が経ちました。

のいちご組(0歳児)は担当のおとな・自分の部屋でゆっくり過ごし愛着関係をしっかり持てるように

過ごすことで、今では自分から色々な場所に出かけていきます。

わかくさ(1歳児)は部屋での遊びから、園庭や他クラス室に行き、大きい子たちとも遊んでもらったり

探索行動を充分しています。

なでしこ組(2歳児)・やまぶき組(3歳児)は「自分でしたい」「自分ではやりたくない」とその日の気分で

ころころ変わる、いわゆるいやいや期の中、存分に今の自分を出して保育園のおとなやほかの子たちと

暮らせているかと思います。

かたくり組(4歳児)はこべ組(5歳児)は、自分の気持ちが言える・自分とは違う気持ちの子がいることを

知る場としてミーティングをしたり、いつも一緒にいるからこそ遊びの中で起こるけんかを通して自分に

折り合いをつけたり遊びの中で色々と日々経験を重ねています。

今職員も、クラスを超えて何日間かづつ、担当ではないクラスで過ごしています。子どもたちとも

顔見知りになったり保護者とも気軽に話ができたりしています。保育者としても他のクラスの事を

知ることで連携がスムーズにいき、保育について語り合う素になるかと思っています。この試みを通して、

職員の移動をしました。子どもの思いに近づきながら、おとなも子どもも関係なく、わくわくして

面白そうな事を考えたりやってみたりしながら、今後も保育を続けてまいります。

【運動会】

運動会を開催します。今回の運動会のテーマは『子どもが楽しい、おとなも楽しい。

みんなで遊べる運動会！』です。

はこべ組かたくり組は、ここから「運動会で何をするか」をミーティングで決めていきます。

『自分が楽しい』『みんなができる』『見ている人にわかる』であれば何でもOK。

なので、おとなが考えるような運動会ではないかもしれません。運動会当日までにどれだけ自分の

思いを出したり、みんなで考えたり。「試しにやってみよう」をやってみて、また考える。

約2週間、毎日ミーティングの時の話をお伝えできるのが楽しみです。

園長 野﨑亮子



キッチン

保健

まだ日中の汗ばむような暑さもありますが、木々が色づき始めたり、朝と夜には涼しい風が吹き始め、
気温もだいぶ落ち着いてきて、だんだんと秋を感じますね。また、秋はきのこ類やお芋など旬の食材が
豊富な季節です。今月の献立にも旬の食材を取り入れ子どもたちと一緒に秋の味覚を楽しんでいきたい
と思っています。

秋の味覚

・免疫力アップ
・丈夫な骨作り
・メタボ対策
・血液サラサラ

【南瓜】免疫力アップ
歯、骨、爪を健康に保つ

【さつま芋】免疫力
【りんご】虫歯予防、整腸作用

【柿】免疫力アップ
【栗】疲労回復、貧血予防
【りんご】虫歯予防、整腸作用、貧血予防

【鮭】免疫力アップ、記憶力アップ
【鯖】免疫力アップ、貧血予防、丈夫な骨作り、

成長・筋肉作りに欠かせない

きのこ類
やさい

くだもの

さかな

真夏のような暑さが続いた９月。子どもたちの水遊びはずっと続きましたね。
そんな中、先月に続いて９月も『とびひ』になる子が多く見られました。

先月もお知らせしましたが、虫刺されの掻きこわしなどから広がる『とびひ』。
「ちょっと傷が広がってるかな？」「ちょっとジクジクしてるかな」と
気付いたら『とびひ』かもと疑ってもいいかもしれません。
早めの受診がお勧めです。『とびひ』と診断されたら、傷口の保護、塗薬、
そして抗生剤を処方してもらうと治りが早いようです。
暑さが続きますので、ご家庭でも引き続きケアをお願いします。

そろそろ、夏バテや暑さからの疲れもでる頃です。コロナだけではなく、
インフルエンザも流行しているそうです。食事をしっかりとって免疫力を
高めたいですね。仕事前の朝の食事はバタバタだけど、何か一つ
パッ出せるもの（バナナ１本、ヨーグルト１つ）などを
プラスしてみたらどうでしょうか。

９月の感染症

とびひ ９名 コロナ 1名 ヘルパンギーナ １名 溶連菌感染症 １名



のいちご

わかくさ

フワフワ？チクチク？

青空公園でシートの上に座って、周りを眺めていたHくん。

一緒になって周りを眺めていると猫じゃらしが見えたので

持っていってみる事に・・。

Hくんの近くに猫じゃらしをそっと置くと、「ん？」と言う

表情をして一瞬手を引いて猫じゃらしをじっと見つめます。

2，3秒見つめた後、手に取って葉っぱの部分を触って持ち上げたり、

振ってみたりする。

右、左と持ち替えている時にちょうど毛先？の部分を掴んだ

Hくんは、その感覚にびっくりしたのかポイっと捨てて

自分の手を見つめた後、猫じゃらしをもう一度見つめていました。

Hくんは猫じゃらしの毛先の部分を目で見ていたけど

こんなにフワフワ？チクチク？するとは思わなくての反応だったのかな。

手を見つめている時、不思議？それともちょっと嫌だ？

どんな気持ちで見つめてたんだろう。

Yちゃんと、Tくんの対峙

Tくんが「ふぇ～！」と声を上げてYちゃんを

追いかけているようです。

Yちゃんは、何も言わないけど視線をTくんに向け、

おしりで後ずさり。Yちゃんが下がった分、Tくんは

腹ばいのままでグッと前に進みます。

Yちゃんが、もう下がれない隅に来たとき、

Tくんは体を起こしてYちゃんの膝に頭を置きます。

あ、ひざまくら？！笑

Yちゃんは、戸惑うように後ずさりはするんだけど、

走って逃げるような拒否でもない。さいご、膝にあたまを

乗せられた時は目を大きく開いて驚いていたけれど、

Tくんの動き、関わりが気になっているからその場から

離れることはなかったのでしょうか。

ふだん、ふたりの関わりってほぼないから珍しいひとコマに

わたしも釘付け。

Tくんが関わりたくなったのは、たまたまそこに居たのが

Yちゃんだったから？それとも、ゆったりした動きの

Yちゃんに安心したのかな。夏を過ぎてさらに少しずつ開く、

周りの子との関わり。こういう時間の積み重ねが、

興味にも繋がるのでしょうか。



なでしこ

やまぶき

「なーでしーこさーん！！」

N「みんな！きいてくださーい！」

何を言うんだろう…と思ってNちゃんの方を振り向くと、

畳の前に5つ綺麗に椅子が並べられていた。

Nちゃんは話を続けるわけではなかったが、椅子に座り始める

なでしこさん。 すると次にNくん。 N「なーでしーこさーん！」

H、R、K「やーだーよー！」 言葉のやり取りが

楽しいのかな？3.4回繰り返す。

N「お写真とりますよー！パシャッ！」 座っていたKくんも、

「パシャッ！」 子どもたちだけで進んでいくやり取り。

なんだろうこの一体感。

最近、大人の声掛けや動きを真似する子が増えてきたが、他の人を

巻き込んで急に子どもだけで集まり進んでいく遊びに驚いて撮った写真。

おとなを含まず進んでいく子どもたちの世界。面白いなぁ〜

座る人決めジャンケン✊✌✋

Rくん、Sくん、Tくん、
Rくんが誕生会をしようと集まり椅子に座ります。
私も入れてと仲間に入ろうとしたけど座る椅子がない。

その時、Rくんが席を立ちます。
私はその隙に椅子に座ると・・
R「だめだよ～！」
私「ジャンケンしよう！」
R「いいよ！」

何だか分からないけど2人で笑ってしまう。

2人「最初はグー ジャンケン ポン！」
私「パー」れい「グー」
私「勝った～！やったぁ～！」
R「えぇーーーーーーー！もういっかい！」

それを見ていたRくんとSくんも
「じゃんけんやりたい！」と仲間に入ってきました。

2人ずつペアでやっていたジャンケンが3人になり4人に。
座る人決めジャンケンもいつしか普通のジャンケン大会に
変わっていた。そして最後はジャンケンのリズムに合わせて変顔でみんなで
大笑い！変顔をやりはじめたのはどうしてなのかな。

おとなはジャンケンって勝負を決めたり、グループを決めたりするときによく
使う。でも、最近のやまぶき組はジャンケンそのものが遊びになっている。
その楽しみ方はそれぞれ。



はこべ

かたくり

Yちゃんのやってみようかな

園庭の築山は今、改造中でブルーシートがかかっています。
H「この中に何が入ってるか知ってる～？」
Y「タイヤでしょ！しってるよ」

するとYちゃん。山のてっぺんに登ります。
下を見て、タイヤが浮き出ているところを見つけるとジャンプ！

Y「あれ～むずかしいなぁ。」
H「あともうちょっとで、タイヤに届きそうだね」

そしてまたジャンプ！さっきよりも少しタイヤに近づきました。
Y「あ～まだかぁ。」
H「腕をね、こうやって後ろに振って、勢い付けるともう少し跳べるかもしれないよ」

Yちゃんはすぐに腕を後ろに振り、またジャンプ！
それを見ていたKちゃん「おお～さっきより、とべてるとべてる」

他の遊びをするために、一度ジャンプはやめたのですが、
また山に登ったタイミングで
Kちゃん・Sちゃん・Tちゃんがピョンピョンとリズムよく跳んでいました。
するとYちゃんも、ピョン！あれ？やってみたら跳べちゃった！(笑)

そんなYちゃんの驚きとうれしさの詰まったように見えた表情。
その瞬間もそうだけど、それまでの長い過程に、立ち合えてよかったなぁ。

「 TちゃんとKちゃんとウクレレ 」

T「ウクレレのえんそうがはじまるよ！
おどりたくなっちゃうような、すてきなおとなのよ♪」

楽しみが膨らむような誘い方に、ワクワクが
どんどん高まっていきました。

K「O！ここだよ！」
T「Oちゃんさそってきた！」
K「どうぞ、ゆっくりしていってね」
T「いいおとだからね～ゆっくりしてね～」
そう話すと、Kちゃんの演奏が始まりました。
Tちゃんは、テント横のベンチに座った
わたしの隣へ腰かけます。

演奏が始まってから言葉はなくなり、
ウクレレの音だけに耳を傾けていました。
優しいウクレレの音が響いてくると、外の暑さが
少し和らいだような不思議な感覚に。
誘ってくれたときは「おどりたくなるような、すてきなおと」と
言っていたけれど、わたしにはずっと聴いていたい
心地のよい音に感じられました。
2人はウクレレの音に何を感じていたのかな。

音を聴いてやってきたKちゃんに、
弾き方を教えてあげるKちゃんでした！
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